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【目標達成計画】
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1 26

担当者会議を開催しケアプラン
作成しているが、本人主体の自
立に向けた目標となっていない
所もある。ケアプランの内容を
理解していない職員や同じ目標
に沿ってケア出来ていない場面
もある。

本人主体の自立に向けた目標
を設定しチームで共有し計画
、実行、評価できるようにす
る。

目標をチームで共有できる
よう定期的に担当者会議を
実施する。作成したケアプ
ランは回覧し情報共有する
。ケアプランの内容に沿っ
て経過記録に記入し評価の
際に活用する。

６ヵ月

2 33

重度化した場合や終末期の在り
方について出来る限り早めに話
し合いの機会を持つようにして
いたが、本当のご本人の思いを
聞き取ることが出来ていないこ
ともあり終末期の関りに迷うこ
ともあった。

終末期の在り方について入居
時から意向確認を行うことや
都度話す機会を持ち重度化や
終末期に向けた方針の共有と
支援が出来るようにする。

入居時にご本人ご家族と話
し合いをし意向の確認をす
る。その後も気持ちに変化
がないか、その時の希望を
定期的に確認する。「自分
の思いを伝えるオレンジノ
ート」を活用する。

６ヵ月

3 35

BCPの作成が出来ていない為、
災害の際に具体的にどのように
対応して良いか明確になってい
ない。

BCP作成し情報共有し、それ
をもとに実地訓練を実施する
ことで全職員が災害対策出来
るようにする。

BCP作成を行う。作成した
物は研修や実地訓練を行い
全職員が把握出来るように
する。

６ヵ月
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注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

一般社団法人　ぱ・まる


